
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 熱いものに手が触れたとき、熱いと感じるよりも先に手を引っ込めるように、刺激に対して意識とは無関係に起こる反応を何といいますか。
（2018年 兵庫県公立入試 類似）

1. 走性 2. 反射 3. 随意運動 4. 条件反射

問2 目で見た情報をもとに、自分の意思で手を動かしてボールをつかむとき、刺激を受けてから反応が起こるまでの信号が伝わる経路として正しい
ものはどれですか。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 感覚器官 → 感覚神経 → 脊髄 →
運動神経 → 反応器官（筋肉）

2. 感覚器官 → 運動神経 → 脊髄 →
脳 → 脊髄 → 感覚神経 →
反応器官（筋肉）

3. 感覚器官 → 感覚神経 → 脊髄 →
脳 → 脊髄 → 運動神経 →
反応器官（筋肉）

4. 感覚器官 → 感覚神経 → 脳 →
運動神経 → 反応器官（筋肉）

問3 植物の葉の配置について述べた次の文の（ ）に当てはまる言葉の組み合わせとして、最も適切なものはどれですか。「植物の葉は、互いに（ ①
）ように並ぶ性質がある。これは（ ② ）を最大限に受け取り、（ ③ ）を効率よく行うための工夫である。」 （2018年 高知県公立入試 類似）

1. ①重なり合わない ②酸素 ③呼吸 2. ①重なり合わない ②日光
③光合成

3. ①隙間がなくなる ②二酸化炭素
③光合成

4. ①隙間がなくなる ②水分 ③蒸散

問4 小腸の内壁にある柔毛という多数の小さな突起から吸収され、毛細血管の中に入って血液によって全身へ運ばれる栄養分の組み合わせとして、
最も適切なものはどれですか。 （2017年 埼玉県公立入試 類似）

1. デンプンとタンパク質 2. 二酸化炭素と尿素 3. 脂肪酸とモノグリセリド 4. ブドウ糖とアミノ酸

問5 縦軸に動物の体温、横軸に周囲の気温をとったグラフを想定したとき、恒温動物であるウサギと、変温動物であるカエルの体温の変化のようす
を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. ウサギもカエルも、気温の上昇に
伴って一定の割合で体温が上昇する
ため、どちらも右肩上がりの直線を
描く。

2. ウサギの体温は気温に関わらず水
平な直線を描き、カエルの体温は気
温の上昇とともに右肩上がりに上昇
する。

3. ウサギもカエルも、気温の上昇に
関わらず体温が一定に保たれるため
、どちらも水平な直線を描く。

4. ウサギの体温は気温の上昇ととも
に右肩上がりに上昇し、カエルの体
温は気温に関わらず水平な直線を描
く。

問6 消化液の中には消化酵素を含まないものがありますが、脂肪の消化をスムーズに進めるために欠かせない働きをしています。この消化液の名称
と、その働きについての説明として正しいものを答えなさい。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 胆汁は、脂肪を微細な粒に分散さ
せることで、消化酵素が反応する表
面積を大きくする働きを持つ。

2. すい液は、脂肪を乳化させること
で小腸の壁から直接血管へと取り込
めるようにする働きを持つ。

3. 胃液は、強い酸性によって脂肪の
分子を小さく切断し、アミノ酸へと
分解する働きを持つ。

4. 胆汁は、脂肪を直接ブドウ糖に変
化させ、エネルギーとして吸収され
やすい状態にする働きを持つ。

問7 生物が外界の刺激に対して適切な反応を示すために、感覚器官が果たしている役割の原理として最も適切なものはどれか。 （2024年 宮城県公立入試

類似）

1. 外界の情報を特定の器官で受容し
、信号として神経系に伝えることで
、脳が環境の変化を認識できるよう
にする。

2. 刺激をエネルギーとして体内に取
り込み、内臓で消化することで、生
命を維持するための栄養分に変える
。

3. 受け取った刺激をすべて筋肉の収
縮エネルギーに変換し、意識に関係
なく常に体を動かし続ける。

4. 特定の器官で刺激を遮断し、外界
の変化が体内に伝わらないように防
護壁として機能する。

問8 葉のついた植物の枝をポリエチレンの袋で包んで密閉し、日当たりの良い場所に置いたところ、袋の内側に水滴がつきました。この実験結果か
ら説明できる現象の名称と、その気体の出口となっている場所の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2023年 山梨県公立入試 類似）

1. 現象：毛細管現象、出口：師管 2. 現象：蒸散、出口：気孔 3. 現象：光合成、出口：葉緑体 4. 現象：呼吸、出口：道管

問9 血液を一定時間静置すると、上部の液体部分と下部の固形部分に分かれます。この液体部分である「血しょう」の主なはたらきとして最も適切
なものはどれか。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. 栄養分や不要物を体内の各部に運
ぶ。

2. 傷口で血液を固まらせて出血を防
ぐ。

3. 体内に侵入した細菌を分解する。 4. 酸素と結びついて全身の組織へ運
ぶ。

問10 晴れた日の昼間、十分に光が当たっている植物において、呼吸によって放出された二酸化炭素が外へ出てこないように見える理由として正しい
ものはどれか。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 昼間は気孔が完全に閉じ、二酸化
炭素などの気体の出入りが一切なく
なるため

2. 昼間は呼吸の活動そのものが停止
し、光合成のみが行われる仕組みに
なっているため

3. 光のエネルギーによって、放出さ
れた二酸化炭素が瞬時に分解されて
消滅するため

4. 呼吸で出した二酸化炭素の量より
も、光合成で吸収する二酸化炭素の
量の方が多いため

問11 光合成と葉緑体の関係について、植物の細胞で行われている反応の説明として最も適切なものはどれですか。 （2014年 福岡県公立入試 類似）

1. 葉緑体の中に蓄えられた栄養分を
分解して、生命活動に必要なエネル
ギーを取り出している。

2. 光のエネルギーを利用して、酸素
とデンプンから二酸化炭素と水を合
成している。

3. 光のエネルギーを利用して、二酸
化炭素と水からデンプンなどの有機
物を合成している。

4. 根から吸い上げた肥料分と水から
、細胞壁の材料となる物質を合成し
ている。

問12 植物の細胞の成長と核の関係について、タマネギの葉の異なる部位の細胞を比較した実験結果に基づいた説明として、科学的に正しいものはど
れですか。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 細胞の長辺の長さが2倍になると
、核の直径も約2倍になる。

2. 細胞が肥大化して体積が増加して
も、核の直径はほぼ同一である。

3. 細胞が成長するにつれて核は消失
し、その代わりに液胞が大きくなる
。

4. 成長した大きな細胞ほど、核が分
裂してその数が増えるため、核1個あ
たりの直径は小さくなる。

問13 糖が含まれているかどうかを調べるために用いる「ベネジクト液」の特徴と、反応を確認する際の手順について正しく説明しているものはどれ
ですか。 （2023年 秋田県公立入試 類似）

1. 溶液にベネジクト液を加えて加熱
すると、糖がある場合は青色から赤
褐色の沈殿が生じる。

2. 溶液にベネジクト液を加えて加熱
すると、糖がある場合は無色透明か
ら白く濁る。

3. 溶液にベネジクト液を加えて加熱
すると、糖がある場合は赤色から青
色に変化する。

4. 溶液にベネジクト液を加えて加熱
せずに放置すると、糖がある場合は
青紫色に変化する。


